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日時/2019年 3月 27日 (ボ
開場/17:50 開演/18:30

会場/岡山シンフォニーホール
入場料 :高校生以下 500円/一 般 800円
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岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団

岡山朝日高等学校管弦楽団保護者会

岡山朝日高校吹奏楽部 。弦楽合奏部OB会

岡山朝日高等学校管弦楽団後援会

朝日桜の会

岡山朝日高校同窓会

全日本高等学校オーケストラ連盟
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託児室をご用意しています。
|  (要 予約 :お子様お一人500円 )  .

*定員になり次第締めきらせていただく場合がこざいます:

巌11″;口讐霜翫IIξ6鵠6漸:.:z
TEL:086=226‐ 3043.  :
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海野幹雄
(チ ェロ )

N/1ikio llnno/violoncello

バロック、古典、ロマン派から現代音楽までと非常に広いレパートリー

を持ち、ソロ、アンサンブル、全国の各オーケス トラヘ首席奏者として

客演、小学校等へのアウトリーチ活動、また編曲や指揮も行うなど、幅

広いジャンルで高い評価を得ているマルチなチェリスト。音楽一家に生

まれ (父は元N響コンサートマスター海野義雄、母は元都響首席チェリ
ス ト土田由紀子、祖父は元N響ヴアイオリニスト海野次郎、伯父は元札
響首席チェリス ト土田英順 )、 14歳 より母にチェロの手ほどきをうけ

る。桐朋女子高等学校音楽科 (共学)を経て、桐朋学園デイプロマコース

修了。倉田澄子、堤 剛、本越 洋、山崎仲子の各氏に師事。またドイツ・
ベルリンヘの短期留学中にルートヴイヒ・クヴァント氏に師事。これまで

に東京フイル、新日本フイル、東京シテイフイル、神奈川フイル、日本

フィル、仙台フイル、大阪フイル、関西フイル、日本センチュリー、

広島響、山形響、静岡響、千葉響など多くのオーケストラにゲス ト首席

奏者として参加している。これまで毎年東京文化会館や銀座王子ホール

にて開催してきたソロリサイタルでは、ベートーヴェンの残した「チェロ

を含む二重奏曲」全曲演奏会、バッハ無伴奏チェロ組曲全曲演奏会など

意欲的な企画を次々と打ち出し、音楽の友誌等で「作品の本質に迫り、

深層からの解答を得ようとするかの様に確信に満ちた演奏を貫く」「覇気と情熱と、そして冷静沈着な洞

察力を兼ね備えたチェリストJと 評され、また2017年には仲間達による室内オーケストラと共に10回記念
公演を成功させた。2018年からは会場をHAKU」U HALLに移し、ブリテンの無伴奏チェロ組曲を軸とした
新しいシリーズを展開している。また2009年 より毎月横浜市イギリス館で開催しているサロンコンサート
「Salon de宙01once1lo」 はまもなく100回 を迎えようとしており、益 好々評を得ている。2015年 には神奈川
フィルとドヴォルザークのチェロ協奏曲を、2017年 には NIPPON SYMPHONYと ベートーヴェンの三重
協奏曲を共演し成功を収めた。 (公財)ソ ニー音楽財団が企画する「Concert fOr KIDS」 にも度々出演。

映画「おくりびと」では12人のチェリストの一人としてサウンドトラックのレコーデイングに参加した。

ピアノ・トリオ海 (Meer)や作曲家 新垣隆とのDUOグループ「オリゴ」、チェンバー・ソロイスツ
KANAGAWA、 室内オーケス トラ ARCUS(ア ルクス)な ど、多 くのアンサンブル団体に所属。
(一財)地域創造主催事業「公共ホール音楽活性化事業」登録アーテイスト。NPO法人「ハマのJACK」
理事。アルバムに「海野幹雄 playsシ ューマンJがある。
オフィシャルホームページ :http://miklo―unno.com/

岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団

岡山県立岡山朝日高等学校管弦楽団は、弦楽合奏部、吹奏楽部を母体とし、平成15年度に発足しました。

現在部員は 1、 2年生で約70名。 3年生まで合わせると約110名になります。毎日短い練習時間のなか、

“中途半端は零 (ゼロ)と 同じ"を合い言葉に一生懸命練習しています。

年間の主な活動内容は、3月 に岡山シンフォニーホールで行っている岡山朝日高等学校管弦楽団定期演

奏会『春うららの音楽会』を柱に、文化祭などの校内活動の他「岡山県高等学校文化連盟 器楽・管弦楽部

門演奏会」や病院等の各種施設への訪問演奏など、地域の文化活動にも積極的に取り組んでいます。これ

らの活動に対して平成18年度、岡山県から善行団体に贈られる「わかば賞」をいただきました。これまで

に、全国高等学校総合文化祭へは平成15年度の福井大会への出場を皮切りに、計 5回、岡山県代表として

出場させていただきました。また、平成16年度から14年連続で、東京で開催されている全国高等学校選抜

オーケストラフェスタヘ出場させていただき、全国の仲間と友情の輪を広げることが出来ました。本年度

も12月 の第25回全国高等学校選抜オーケストラフェスタヘの出場が決まっています。


